























































                                                 























































































































































種類もの注釈書があるが、この二作には四十年前に作られた一書が知られるのみである。       
本論文は、その秋成の浮世草子、すなわち現代小説として世の種々相を滑稽に語る二つ
の小説集を注釈的に読み解こうとする新たな試みである。第一章は『諸道聴耳世間狙』
を、第二章は『世間妾形気』を論じる。 
 第一章第一節は、『世間狙』の語り口が、当時無数に出版されていた噺本とよばれる笑
話集に似ることを指摘する。たとえば巻一の三に、骨董趣味が嵩じて目利き違いの大損を
した男が隠居の親仁に叱られて、悔しまぎれに「いやしき海士の胎内にやどりて」とつぶ
やく場面がある。論者は、それが謡曲「海士」で卑賤の海女が貴人の胤を宿したことを言
う詞章を取るものであり、つまりは男が自らを貴人の子に、親父を海女になぞらえる戯け
た台詞であることを示した上で、さらに、当時の複数の噺本に「いやしき海士」が用いら
れる同様のくだりがあることを指摘する。その他、『世間狙』と噺本に共通する歌舞伎、
浄瑠璃などの音曲のもじりなど、数多くの例をも次々と示す。博捜の末の挙例は的確であ
り、それらの注釈的な分析によって、『世間狙』が噺本の滑稽軽口の方法を利用すること
が明白になった。『世間狙』がまさに世間話をするような語り口で語られていることが、
それは本来論証しにくいことがらであるにもかかわらず、ここにほとんど確実に証明され
たのである。 
 語り口は、当然その内容とも関わる。論者は、その語りの方法が『世間狙』の各話が当
時の著名人をモデルとする噂話の性格をもつことと関係することを見抜き、続く第二節で
は、当時の大坂文壇でモデル小説が流行していたことを『加古川本艸綱目』という、『世
間狙』の二年後に刊行された、秋成とは別人の浮世草子を取り上げて明らかにする。『世
間狙』も『本艸綱目』もともにモデル小説の性格をもち、また両書のモデルは一部重なる
のだが、論者は、『本艸綱目』の登場人物がどのような実在の人間をモデルとしているか
を、これもさまざまな資料を博捜して、次から次へと明らかにしてゆく。しかし、この論
の眼目はモデルの詮索だけにあるのではない。『本艸綱目』は「教訓能楽質」という別題
をもつように、「のら」と言われるような畸人たちの種々相を描く浮世草子であるが、そ
の「のら」なるありさまを暖かく笑い、むしろ称揚する傾向がある。それに対して、秋成
の『世間狙』は、同様の「のら」者たちを語る作品ではあるが、時に彼らを痛烈な皮肉を
もって描き出す傾向がある。そこにどのような意味があるかまでには論は及んでいない
  
が、その差異は、自らを「のら」者と認識していた秋成の人となりを知るための大きな手
がかりとなるものであろう。『本艸綱目』という鏡によって『世間狙』の特色を照らし出
すところにこそ、この論の主眼があった。そして、それに成功した好論であった。 
 第二章の白眉は、その第二節の「『世間妾形気』最終話と伏見」である。伏見を舞台と
するこの話の登場人物の住居、職業、行動などのほとんどが、当時の伏見という土地のあ
りさまに関わることを詳細な調査によって明らかにする。数多くの浮世草子、随筆、地
誌、料理本、その他の雑書を渉猟して、この話のあらゆる細部に伏見という土地柄が反映
していることを示すその考証ぶりは見事というほかない。その考証によって、現代の読者
にもこの話の背景を知ることが可能となり、また秋成の表現の周到さを味わうことができ
る。論者がめざしてきた注釈的方法による研究は、ここに確かな結実を見たと言えるであ
ろう。 
  ただし、本論文には論述に意を尽くさないところがまま見られ、性急な意味づけに走り
がちな論もないではない。しかしながらその欠点も、すでに習得した考証の方法を徹底
し、注釈的に作品を読むことをさらに推し進めることによって、容易に克服できるものと
信じる。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるものと
認められる。平成二十九年二月二十日、調査委員三名が論文内容とそれに関連した事柄に
ついて口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
  なお、本論文は、京都大学学位規程第十四条第二項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
